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Design Review(DR)管理ソリューション
～設計・開発業務の管理工数削減で働き方改革を実現 ～
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DR管理における課題

背景

⚫ グローバル競争の激化と新興国マーケットの拡大
⚫ 開発リードタイム短縮、完成度向上、コスト低減など熾烈な製品開発競争
⚫ 多拠点展開による「地産地消」型生産への対応 （開発体制の多拠点化・複雑化）

散在する情報を集約･共有、目的の情報への辿り着きやすくする仕組みが必要

現場に定着するDR管理ソリューション

DR管理の課題

【コンカレント化によりDRに参加する関係者増加・管理/調整業務が増大】
•DRに向けた部門別の作業に抜け漏れ発生している
•審議テーマ(検討項目)を適切に展開できておらず、形骸化したＤＲとなってしまう

【部門･プロジェクト別にDRに必要な情報が散在･多重管理】
• 各部門の進捗確認や最新版の確認に忙殺されてしまう
• 管理方法が統一されていないため目的とする情報への辿り着きにくい

【情報・ノウハウの共有不足】
• 属人化などによりドキュメントが個人管理、また作業時の留意点などノウハウも個人に蓄積されている
• 製品開発情報の共有、伝達が困難となっている。過去発生した問題が再発することも
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１．DR管理の概要
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１．DR管理の概要

製造業の製品開発プロセスにおける課題

企画 開発 設計・試作

初期流動管理

開発部

不
具
合
管
理

結果・不具合登録

登録

調査 対策

設
計
開
発
工
程

量
産
化
工
程

DR DR DR

DR DR

技術部

承認ﾜｰｸﾌﾛｰ

DR

量産品試作 設備試作

品証部 品管部製造部

承認ﾜｰｸﾌﾛｰ
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承認ﾜｰｸﾌﾛｰ

１．DR管理の概要

製造業の製品開発プロセスにおける課題

企画 開発 設計・試作

量産品試作 初期流動管理設備試作

開発部

品証部 品管部製造部

不
具
合
管
理

結果・不具合登録

登録

調査 対策
文書体系がばらばらで審査文書がわからない

設
計
開
発
工
程

量
産
化
工
程

承認ﾜｰｸﾌﾛｰ

ヒューマンエラーでUPが漏れる

DR DR DR

DR DR

共有フォルダで共有しているが

他部署も確認するため

誤解のないよう資料内容が確定してからUPしている

共有フォルダ

UPし忘れた･･･

他部署も確認するから

承認版のみ格納しよう

確認したいタイミングで最新情報が得られない

技術部

承認版の文書UPには時間がかかる

必要最低限の部署で

クローズしている

ドラフトでもいいから
確認したい･･･

ない･･･ 打合せ資料を
事前確認できない･･･

量産観点から設計仕様を

十分にレビューできない
情報不足で設計や懸案解決法に

間違いがあっても指摘できない

DR
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１．DR管理の概要

製造業の製品開発プロセスにおける課題

文書体系がばらばらで審査文書がわからない

設
計
開
発
工
程

量
産
化
工
程

製品開発のスピードをあげ開発コストダウン・市場競争力向上を目指す

ヒューマンエラーで情報共有が漏れる

共有フォルダで共有しているが

他部署も確認するため

誤解のないよう資料内容が確定してからUPしている

共有フォルダ

UPし忘れた･･･

他部署も確認するから

承認版のみ格納しよう

確認したいタイミングで最新情報が得られない

承認版の文書UPには時間がかかる

必要最低限の部署で

クローズしている

量産観点から設計仕様を

十分にレビューできない
情報不足で設計や懸案解決法に

間違いがあっても指摘できない

ドラフトでもいいから
確認したい･･･

ない･･･ 打合せ資料を
事前確認できない･･･

承認ﾜｰｸﾌﾛｰ

DR

企画 開発 設計・試作

量産品試作 初期流動管理設備試作

開発部

品証部 品管部製造部

不
具
合
管
理

結果・不具合登録

登録

調査 対策

承認ﾜｰｸﾌﾛｰ

DR DR DR

DR DR

技術部

試作品では量産
工数がかかる

試作品では
設備改造が必要

量産用試作品の
検証をもう一度

手戻り

コスト
UP

市場競争力
DOWN
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１．DR管理の概要

AppSQUAREによるDR管理の特徴

企画 設計・試作

量産品試作 初期流動管理設備試作

不
具
合
管
理

結果・不具合登録

登録

調査 対策

設
計
開
発
工
程

量
産
工
程

DR DR

DR DR

DR

開発

開発部技術部

電子承認ﾜｰｸﾌﾛｰ

製造部 品管部品証部

DR情報

DR情報

最新のDR文書を自動UP・更新し

文書のUP漏れを防ぎます

審議文書が未登録の場合、DR作業をロックし

審議漏れによる手戻りを防止します

登録文書を事前通知し

レビューを効率化します

準備

DR結果の承認ワークフローを

電子化することで承認工数を削減します

実施

承認

NEW!

標準化された文書体系に則って

文書を登録・チェック可能です

漏れのない情報共有やロック・電子化機能の活用により、製品開発スピード向上を支援
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２．運用シナリオ

8



© 2020 Hitachi Solutions East Japan, Ltd.

２－１．運用シナリオの説明範囲

企画 開発 設計・試作

初期流動管理

開発部

不
具
合
管
理

結果・不具合登録

登録 調査 対策

設
計
開
発
工
程

量
産
化
工
程

DR DR DR

DR DR

技術部

承認ﾜｰｸﾌﾛｰ

DR

量産品試作 設備試作

品証部 品管部製造部

承認ﾜｰｸﾌﾛｰ

≪運用シナリオの説明範囲≫

テーマ情報の登録から企画情報の登録、企画審査(DR0)、決裁までを

運用シナリオに従って説明します。
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２－２．運用シナリオ【テーマ登録】

開発リーダが、開発を行う製品についての主要情報を入力し、開発テーマとして登録を行います

・テーマ情報に各DR情報が紐づくので、DR毎にテーマ情報を登録する必要はありません。

DR登録時に必要に応じてテーマ情報を見直ししてください。

【Point】

①ポータル画面から、開発テーマ
(製品開発情報)を新規登録します。

②テーマの登録フォームが表示されます。
初回登録時は、テーマの基本情報を入力します。

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録
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２－２．運用シナリオ【テーマ登録】

・テーマ情報は任意のタイミングで更新が可能です。
開発テーマ立上時点では仮の製品名を入力しておきます。

【Point】

③必須項目を入力します。また、入力可能な範囲で、その他の情報も入力します。

開発リーダが、開発を行う製品についての主要情報を入力し、開発テーマとして登録を行います

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録

≪テーマ名≫
開発概要の内容がわかるような名称にしてください。

≪ステータス≫
基本ステータスは“進行中“です。既に完了/中断した
場合は状態に合わせて選択して下さい。

≪担当者・責任者≫
右上の人物アイコンを選択、人を検索して登録します。

①

②

③

≪ファイルの登録方法≫
補足(ファイル)欄のアップロードアイコンをクリック、
ファイル添付画面から登録を行います。

11

上記手順で、登録する人を右のエリアに配置します。
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２－２．運用シナリオ【テーマ登録】

・テーマ情報の公開範囲を指定します。

機密情報や輸出管理上、個別に公開範囲に対応することが可能です。

・個別設定で組織やユーザの指定がない場合、作成者のみ参照/編集が可能です。

【Point】

④基本情報の入力が終了したら
“公開範囲”タブを開きます。

⑤公開パターンを指定します。

開発リーダが、テーマ情報の公開範囲を指定します。

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録

公開範囲タブ
公開パターン指定欄

公開パターンは、２パターンあります。
①全社公開
②個別設定

個別設定では
部門や個人を指定することが可能です。
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２－２．運用シナリオ【テーマ登録】

・ポータル画面には閲覧権限のあるテーマ情報のみが一覧表示されます。

・一覧にてテーマを選択、ダブルクリックにてテーマ情報を参照可能です。

【Point】

⑦登録したデータは、ポータル画面から参照する
ことが出来るようになります。

⑥入力が完了したら、登録ボタンを
押下する事でデータが保存されます。

開発リーダが、開発を行う製品についての主要情報を入力し、開発テーマとして登録を行います

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録

ポータル画面にてテーマを選択します。

登録した製品開発情報を参照できます。

13



© 2020 Hitachi Solutions East Japan, Ltd.

２－３．運用シナリオ【DR0 開催準備】

開発リーダが、DR0(企画審査)を開催する準備を行います

・DR情報はテーマ情報とは別管理なので、DR情報作成･変更時には登録が必要となります。

【Point】

②DR情報登録フォームが開きます。
開催するDRの開催情報として
DR区分から審議事項までを入力します。
登録ボタンを押下し、データを保存します。

①DR0を開催するテーマのフォームにて
“DR情報”タブを開き、
新規登録ボタンを押下します。

DR基本情報登録

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録

“DR情報“タブ

“新規登録ボタン

登録ボタン

DR0の予定が追加されます。

14



© 2020 Hitachi Solutions East Japan, Ltd.

２－３．運用シナリオ【DR0 開催準備】

・開発テーマ情報登録時に、テーマ毎の文書フォルダが作成されます。
フォルダ構成はテンプレート化しておくことで、全テーマ共通の構成で管理できます。
・開発テーマの審議資料等の資料は、テーマ毎の文書フォルダに格納して管理します。

【Point】

④参照ボタンを押下し、登録ファイルを選択して、
登録ボタンを押下します。

③“DR開催準備-審議資料”タブを開きます。
新規登録ボタンを押下します。
保存先の任意フォルダを選択して、
OKボタンを押下します。

開発リーダが、DR0(企画審査)の審議資料を登録します

DR審議資料登録

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録

アップロードファイル
選択画面が開きます。

“DR開催準備-審議資料“タブ

新規登録ボタン

保存先のフォルダを
選択します。

OKボタン
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２－３．運用シナリオ【DR0 開催準備】

⑥“DR開催準備-開催通知”タブを開きます。
新規登録ボタンを押下します。
開催案内の内容確認および編集をして、
登録、開催案内送信ボタンを押下します。

⑤“DR開催準備-招集宛先”タブを開きます。
DR0の招集部門、招集宛先を指定します。

開発リーダが、DR0(企画審査)の開催準備ができたら、開催案内をメールで通知します

DR招集宛先/開催通知

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録

“DR開催準備-招集宛先“タブ

“招集宛先“として部門
または個人を指定してください。

“DR開催準備-開催案内“タブ

開催案内送信ボタン

メール本文-任意入力欄

メール本文-定型欄
→テーマ情報・DR情報をもとに
自動設定します。

開催案内が1件作成される。
開催案内は1件までしか登録できないよう、
制御されてます。

・開催案内送信ボタン押下時に、招集宛先へ開催案内のメールを送信します。

・メール送信時には招集宛先の部門と個人の重複を排除します。

・開催案内通知メールからDRフォームへアクセスすることができます。

【Point】
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≪出欠確認 回答状況確認≫
“DR開催準備-出欠確認”タブにて、出欠確認の回答状況を確認できます。

２－３．運用シナリオ【DR0 開催準備】

・DRフォームから出欠確認の回答状況[出席/欠席/未回答(空欄)]を確認できます。

【Point】

②出欠確認の通知メール本文のURLより
アクセスします。DR情報を確認して、
出欠可否を入力、更新ボタンを押下します。

①“DR開催準備-出欠確認”タブを開きます。
出欠確認送信ボタンを押下します。

開発リーダが、DR0(企画審査)の出欠確認を行います 付録1. 出欠確認

DR出欠確認

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録

出欠確認送信ボタン

“URLにアクセスすると出欠回答用の
フォームが開きます。

“DR開催準備-出欠確認“タブ

“DR情報保存時に招集宛先に指定されたユーザの、
出欠回答用のフォームが自動で作成されます。
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≪事前確認結果(指摘)登録≫
“DR開催準備-事前確認結果”タブにて指摘事項を登録します。

２－３．運用シナリオ【DR0 開催準備】

・DR開催前や欠席となる場合にも、事前レビューにて確認および指摘することが可能です。

【Point】

⑥事前確認依頼送信ボタンを押下します。
事前確認依頼の通知メール本文のURLより
アクセスし、審議資料を事前確認します。

①“DR開催準備-事前確認依頼”タブを
開きます。新規作成ボタンを押下します。
開催案内の内容確認および編集をして、
登録ボタンを押下します。

開発リーダが、DR0(企画審査)を開催する準備を行います 付録2. 事前レビュー

DR事前レビュー

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録

事前確認依頼送信ボタン

URLにアクセスすると
DRフォームが開きます。

“DR開催準備-事前確認依頼“タブ

新規登録ボタン

メール本文-任意入力欄

メール本文-定型欄
→テーマ情報・DR情報をもとに
自動設定されます。

期限-任意入力欄
→DR予定日を自動設定されます。

表形式でサブフォームを介さずに内容を登録可能です。
内容を追加したい場合は追加ボタンを押下します。
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２－４．運用シナリオ【DR0 開催】

開発リーダが、DR0(企画審査)を開催します

・”DR開催”タブに会議に必要な資料や事前確認結果が集約されています。

【Point】

①“DR開催”タブを開きます。
審議資料や事前レビューの確認結果を参照し、会議を開催します。

DR0 開催

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録

審議資料

事前確認結果
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２－５．運用シナリオ【DR0 結果登録】

開発リーダが、DR0(企画審査)の議事録を作成し、審査・承認します

①“DR結果-議事録”タブを開きます。
審議要点、指摘事項を入力し、
提出ボタンを押下します。

②審査/承認者へ依頼の通知メールが届くので、
本文のURLよりアクセスします。議事内容を
確認して、審査/承認ボタンを押下します。

・実施結果を登録することで、ポータル等の一覧にてDR開催状況を確認することが可能です。

・審査者および承認者を登録して登録・提出することで、議事録を回覧することが可能です。

【Point】

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録

提出ボタン

“DR結果-議事録“タブ

審査ボタン

承認ボタン

議事録は審査者は任意入力だが、
承認者は必須入力です。

議事録作成区分を「作成済」とし、
提出すると議事録回覧します

20



© 2020 Hitachi Solutions East Japan, Ltd.

２－６．運用シナリオ【DR0 決裁】

開発リーダが、DR0(企画審査)の指摘事項の資料反映および対応状況を更新します

・前頁の議事録の審査･承認と、本頁の指摘事項の対応完了後の決済は異なる承認フローです。

【Point】

DR0 対策結果登録

①“DR結果-DR対策結果”タブを開きます。
改定ボタンを押下し、修正済の審議資料
および指摘事項の対策結果を登録します。

②決裁者を選択し、提出ボタンを押下します。
決裁者へ依頼の通知メールが届くので、
本文のURLよりアクセスします。対応状況を
確認して、決裁ボタンを押下します。

テーマ登録

DR0
開催準備

DR0
開催

DR0
決裁 継続

設計試作へ

DR0
結果登録

提出ボタン

“DR結果-DR対策結果“タブ

議事録承認時に指摘事項がコピーされます。 決裁ボタン

ポータル画面のテーマ一覧にてテーマの進捗状況が確認可能です。
(DRの決済が完了すると更新される仕組みです。)
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３．DR管理 共通機能
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ポータル画面にてログインユーザに関係のある情報を集約して閲覧することができます。

3－1．DR管理 共通機能【ポータル】

・ポータル画面の構成は役割に応じて、変更することが可能です。

・リンクでは各アプリ一覧の他、社内システムへのリンク等を配置することが可能です。

【Point】

≪リンク一覧≫
テーマ新規登録フォームや
各アプリの一覧へ遷移します。

≪お知らせ≫
システムメンテナンス等の
お知らせを表示します。

≪直近1ヶ月に開催予定のDR≫
直近1ヶ月に開催予定のDRを
一覧表示します。
※閲覧可能なDRのみ

≪DRテーマ一覧≫
テーマ情報を一覧表示します。
※閲覧可能なテーマ情報のみ

≪フォーム通知≫
各フォームアプリからの通知を
一覧表示します。

≪DR開催予定一覧≫
DR情報を一覧表示します。
※閲覧可能なDR情報のみ

≪文書通知≫
文書アプリからの通知を
一覧表示します。

≪担当アクション一覧≫
担当となっているアクション
情報を一覧表示します。
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文書管理画面にて、テーマ毎にフォルダを作成してファイルを管理します。

3－２．DR管理 共通機能【文書管理】

≪ファイル管理≫
テーマ情報やDR情報のフォームから登録した
ファイルが一覧表示されます。

≪フォルダ内のファイル数≫
フォルダのウィンドウにて
フォルダ内のファイル数を確認することができます。

≪フォルダ構成≫
テンプレートフォルダを複製して、
フォルダを作成します。
フォルダ構成は任意の構成に変更可能です。

≪フォルダ管理≫
テーマ情報登録時に、フォルダを自動作成します。
対象のフォルダを見つけやすいよう、
年度毎にフォルダ管理します。
(年度フォルダも自動作成されます)

・DR管理でテーマ情報登録時に、年度毎のカテゴリフォルダ配下にテーマフォルダを自動作成します。

・テーマ情報やDR情報から登録する審議資料等はテーマ毎のフォルダ内に保存する仕組みになっています。

【Point】
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アクション管理タブにて、タスクを登録/管理します。

3－３．DR管理 共通機能【アクション管理】

・テーマでは各DRから登録したアクションアイテムも集約して参照することが可能で、

フォロー対象の特定 / 過去の指摘の確認 / ノウハウの共有等の利用シーンで活用することができます。

【Point】

≪アクションアイテム登録≫
新規登録時に、分類をToDo/懸案/リスクから選択し、
登録用のフォームにてアクションアイテムの内容を
登録します。

≪登録フォーム(ToDo)≫
画面上部には親テーマ情報や
親DR情報を参照することが
可能です。
ToDo/懸案/リスクで
レイアウトや入力項目が
異なります。

DR画面にも同様にアクションアイテムを
登録、一覧表示する領域があります。

≪アクションアイテム一覧≫
分類やステータス、対応DR、担当者、
期限等の重要な情報を
一覧に表示しています。
テーマの一覧では各DRの
アクションアイテムを集約して
参照することができます。
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4．導入事例

26



© 2020 Hitachi Solutions East Japan, Ltd.

・製品開発スピードを高め, 確実に品質を作り込み

を行うコンカレントエンジニアリングを推進

・ＤＲ業務は事業部毎に独自に行っており、

後戻り作業で時間のロスが発生

・製品開発期間の1/2短縮(目標)

・開発プロセスの標準化と効率化

(コンカレントエンジニアリングの実現)

お悩み 導入時/導入後メリット

DR管理を支援する工程管理ツールを導入
(現場主体で導入が進められるツールの操作性と柔軟性がポイント)

ＤＲガイドライ
ンを策定

適用業務・用途 機能材料の製品開発プロセスの改善とＩＴ活用による管理作業の効率化

ユーザー数 7事業所 1000名

４－１．導入事例① 大手化学メーカ様
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・グローバル化の進展で情報伝達のタイムラグ、

コミュニケーションロス発生(Excel管理の限界) 

・節目(ゲート)管理の運用を徹底させ、

製品品質・納期遵守率を向上

・大日程工程表を関連部門でリアルタイムで共有

・節目(ゲート)管理の見える化

・品質審査会議など情報・ノウハウの共有

お悩み 導入時/導入後メリット

生産準備案件管理

企画 設計・試作 生産準備 量産試作 量産
1 2 3 4 5 6 7 8 9

製品情報 大日程情報

節目管理

大日程計画
議題

ＰＪ基礎情報

会議資料

節目管理(品質審査会議)

適用業務・用途 自動車部品の生産準備工程のプロセス遵守

ユーザー数 5部署 1000名

４－２．導入事例② 自動車部品メーカ様
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補足資料
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＜ご参考＞業務アプリ構築プラットフォーム AppSQUARE

業務アプリケーション広場（みんなが集まる場所）

APP SQUARE

情シス部門

機器管理

各種申請

システム相談

調達部門

取引先管理

納品物管理 調達情報管理

契約管理

製造業 設計業務

設計図書管理

案件管理DR管理

報告書管理・部門/チーム/業務を横断し
一元共有。(アプリ間の
データ連携)

・Excel管理の情報を
アプリに一元化し管理。

プロジェクト管理業務

成果物管理 品質管理

懸案管理 Q&A管理

金型貸出
管理

･･･

｢全社で利用する汎用的なアプリケーション｣から｢部門内で利用する業務に特化したアプリケーション｣まで、今までバ
ラバラだった業務アプリケーションを一つのプラットフォームに定義することで業務データを一元管理できます！複雑な
業務プロセスへも適用可能。

医薬品管理
製品仕様管理
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部
門
Ａ

部
門
Ｂ

②業務プロセスの管理①業務情報のフォーム管理 ③ファイルのフォルダ管理

”状況確認”や”情報受け渡し作業”を減らし管理業務を効率化
活用用途が広い３つの基本機能の組み合わせで業務アプリを作成できます。

業務データと業務プロセスの一体化･見える化により部門･チーム同士をつなぎ、

業務の質の向上を図ります。

・きめ細かく自由なレイアウト設計

・項目の編集制限/アプリ間データ連携

・条件分岐などで複雑なプロセスへ対応

・所属や役割によって入力/表示項目を制御

・業務の成果物をフォルダ管理

・フォルダごとにWFを設定

自分の作業をポータルで管理

・全社共通/部門単位のお知らせを確認

・利用頻度が高いアプリはアクセスしやすい場所へ配置

APIによる他システム/製品連携とアドオン

・既存システムやExcelと連携するプログラム開発

・自社業務に最適な画面や機能を個別開発

Web API

既存システム/Excel

他連携製品

個別画面開発

個別追加機能

地図

プロジェクトAのアプリ

＜ご参考＞業務アプリ構築プラットフォーム AppSQUARE
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